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１ はじめに 

 神奈川県立小田原高等学校は、明治 33 年４月

に、神奈川県第二中学校として小田原町に設置す

ることが認可され、翌年４月より開校、昨年には

創立 120周年を迎えた歴史と伝統のある学校です。

初代校長は吉田庫三先生で、吉田松陰の甥にあた

り、その建学精神を伝える石碑が正門近くに建立

されています。 

明治 34 年、現在の小田原駅に初代校舎落成、大

正３年第二代校舎は現在の八幡山に落成、関東大

震災復旧改築にて昭和２年には第三代校舎（落

成）、昭和 39 年第四代校舎（落成）、そして平成 19

年現在の第五代校舎が落成し、たくさんの生徒た

ちが勉学に励んでいます。その歴史から、敷地内

外には多くの石碑や井戸などがあり、歴史と伝統

を感じられることは、小田原高校の魅力の１つで

す。 

学力向上、進学重点、人間形成の３つのプログ

ラムを推進し、自己管理能力に優れた人材の育成

を目指す小田原高校からは、多岐にわたり活躍・

貢献されている多くの卒業生を輩出しています。

磯崎功典氏、キリンホールディングス株式会社代

表取締役社長には今年度本校にて、講演をお願い

しています。澁谷寿光氏は箱根駅伝のコースを設

計し、1964 年開催の東京オリンピックでは審判団

団長を務めました。活躍する先輩から多くを学べ

るのも小田原高校の魅力の１つです。 
現在はコロナ禍で以前とは異なるスタイルの学

校生活を送っています。毎年行われている合唱コ

ンクール、昨年度は静かな春と書いて静春祭と名

を変え、声を出さず、密にならず、ダンスや劇を

発表しました。短い練習期間でしたが、アイデア

と集中力で素晴らしい発表でした。 
 また、今年度は非公開で行われた小田高祭。１

年次折り鶴壁画は何百もの鶴を折りデザインや配 
 
 
 
 
 

色を考え、１枚の壁画を作り上げました。２・３

年次は演劇発表で脚本から舞台装置まで手作り。

笑いと感動を届けました。各部活動の発表もあ

り、校内は活気に溢れていました。コロナ禍の困

難にも耐え忍び、誠実さと真心を持って何事にも

取り組む姿は、校訓の「至誠無息」「堅忍不抜」そ

のもので、それこそが小田原高校の魅力です。 
２ 委員会紹介 

広報委員会では、15 名のスタッフで、生徒たち

の活動や学校の様子、また PTA の活動を取材し、

学校を身近に感じてもらえるような紙面を作り、

保護者や地域へ発信しています。 高校生になる

と、家庭での会話も減り、学校の様子が見えづら

くなります。何ごとにも頑張る生徒たちの姿を 1 
枚でも多くの写真に収め、その様子をお伝えでき

るよう、楽しみながら活動しています。 
成人教育委員会では、今年度はコロナの影響に

より、社会見学と zoom交流会という新しい企画を

立てました。安全を最優先にした結果、zoom 交流

会のみの開催となりましたが、準備を進める中

で、今後コロナ禍においてイベントを行う際の指

針を得ることができました。また、今年度はオン

ライン上でも申し込みやアンケートが行える環境

を作り、大変好評を得ました。少しでも会員の皆

様に交流の場を提供できるよう、これからも工夫

を重ねていきたいと思います。 
厚生委員会は、6 月の小田高祭と 10 月の体育祭

に飲料や軽食を販売し、春と秋には正門の花壇に

季節の植物を植えています。色とりどりの花々で

学校を彩ることで、子どもたちの気持ちを盛り上

げることができたらと思っています。より良い学

校生活の土台となる環境を整える為に、今できる

ことを楽しみながら活動するのが、私たち、厚生

委員会です。 
安全対策委員会では、災害時の備蓄品の点検を

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年に二回実施し、交換、補充を行っています。点

検後、気づいたことを防災特別委員会で報告し、

先生方と情報共有しています。また、事故に遭っ

ても慌てず対応できるよう年度初め全校生徒にセ

ーフティカードを配布しています。 
本部は、全ての PTA 活動がスムーズに行えるよ

うに、委員会、学校、会員の橋渡し役をしていま

す。コロナ禍で、対面での実行委員会ができない

時には、WEB 会議を開くなど PTA 活動を止める

ことがないような環境を整えました。またホーム

ページを刷新し、実行委員会の様子や活動報告を

積極的に発信し、WEB アンケートなどで会員から

の意見を取り入れ、PTA 活動に生かしています。 
３ 寸劇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

~~ 教室 ４月当初 ~~ 
(緊張気味で背筋を伸ばして着席している生

徒。手には家庭へのお手紙) 
先生 これは大切なお手紙です。保護者の方に書

いてもらって金曜日までに出すように。 
生徒 先生、これ折っても大丈夫ですか？ 

~~ 教室 ３ヶ月後 ~~ 
(だらけた座り方で机に臥す男子生徒) 

先生 はいテスト返却します。 
   はい、これも大切なお手紙です。 
   先週締め切りのお手紙、まだ提出していな

い人… 
   オダワラ、オダワラ、聞いてるか？ 

~~ 自宅 ~~ 
生徒 ただいま 
母親 おかえり、タロー 
   最近、ぜんぜん学校からのお手紙ないけど

また溜めてるんじゃない？ 
   

     ちょっと、タロー、聞いてるの？ 
   カバンの中，見るわよ！ 
生徒 あーーーー！ 
  (次々と舞い出るお手紙たち。やがて男子生徒 

と母親、手紙たち、共に倒れる) 
 

ナレーター こうして賞味期限の切れたお手紙た

ちは、役目を果たすことなく、ただ「親子

げんかの原因」となっていくのでした… 
４ 事例紹介 

いかがですか？ PTA あるあるですね。「PTA 
からの情報が届いていない」そんな会員の方の心

の声が聞こえてくるようです。そこで、私たち小

田原高校 PTA はテーマを「参加しやすい PTA 
を目指して」と題し、会員の皆さんに気楽に PTA 
活動に参加していただくために、 
●情報をタイムリーに伝える 
●情報を確実にやりとりする 
●参加しやすい方法を用意する 

という３つのポイントを考えました。そして、こ

のポイントを踏まえ、実際の活動を見直し、「改

善」か「新しい方法を試みる」か話し合いながら

活動の中で試してきました。では、具体的な３つ

の事例を紹介します。 
事例① 講演会を見逃し配信で 

－参加しやすい方法を用意する－ 
以前は「決まった日時・場所での開催」と限定

されていましたが、現在は、講演会を収録し 後日 
WEB 配信することで、多くの会員の方に視聴し

ていただけるようになりました。PTA サーバーよ

り配信するため、「パスワードを付ける」など限定

を設け、講演者からも配 信の承諾をいただきまし

た。そして、マチコミやプリントで視聴方法を案

内した結果、当日来場者数 127名、後日映像 配信

利用者数 138 名と多くの会員に視聴していただく

ことができ、アンケートでは高評価 をいただきま

した。 
事例② PTA 独自のホームページ制作 

－情報をタイムリーに伝える－ 
PTA から会員に情報を伝える方法は、広報紙、

プリント、マチコミなど複数ありましたが、タイ 
 
 
 
 
 



が今後の課題であると考えています。 
５ まとめ 

PTA からのプリントが全員に届いてないので

は？そんな疑問から PTA の見直しはスタートしま

した。 
「PTA の情報を全会員に漏れなく伝える」 
あまりにも当たり前すぎて、深く考えていなか

ったことではないでしょうか。情報を会員全てに

タイムリーに届けることで、PTA をよく知ってい

ただき、PTA 活動に参加するハードルをさげる。

それが「参加しやすい PTA 」につながっていくの

ではと考えました。情報を伝える手段は進歩し、

使いやすいツールが増えてきたように感じていま

す。しかし、実際に取り入れてみると、様々な問

題があることがわかりました。小田高 PTA は一つ

一つ問題を検討し、今回３つの事例を紹介いたし

ました。 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ムリーな情報を伝える媒体としては、満足のいく

ものではありませんでした。PTA 独自のホームペ

ージを持つことで、伝えたい情報を、伝えたい時

に、届けられるようになりました。ホームページ

の開設にあたっては、 
・PTA でレンタルサーバと契約する、 
・継続性を考え、更新が簡単なホームページ作

成ソフトを使用する、 
・会員から PTA に直接メッセージを送れる「コ

ンタクト」ページから直接 PTA に様々な質問

がくるようになりました。 
質問は実行委員会で共有され活動に反映させる

ことができるようになりました。またホームペー

ジでのイベント告知は、マチコミやプリント、ポ

スターなどよりも詳細な情報を載せられるため、

参加の反応が早くなったように感じています。 
事例③ Web から直接申し込み 

－情報を確実にやりとりする－ 
これまでイベントの申込は、生徒を通じてのプ

リントのやりとりのみでした。全会員と情報を確

実にやりとりするために、従来のプリント配布と 
Web 申込を併用することにしました。Web 申込

の方法としては“配布プリントに、Web 申込用の 
QR コードをつける”。まちこみで Web 申込用 
URL を掲載するこれにより、生徒を介さず会員が

直接イベントに申込できるようになりました。 
参加者の管理方法ですが、Web 申込では申込情

報をデジタルデータとして収集できるため管理が

しやすくなります。それにより情報の整理や伝達

など、管理にかかる時間が短くなるというメリッ

トがありました。参加者への確実な情報伝達のた

め、申込時にお預かりしたメールアドレスをもと

に、メーリングリストを作成しました。(今年度は

コロナの影響でイべントの中止や内容変更が相次

ぎ、その際の連絡手段として、また、イベント終

了後のアンケート実施にも、メーリングリストを

活用しました。) 
アンケート結果をみると、Web 申込は参加者か

ら高い評価をいただいていることがわかります。

運用していく中で出てきた問題点を洗い出し、全

会員をカバーできる解決方法を検討していくこと 



ものだと思います。 
３つの事例の中で、特に事例①の講演会の見逃

しに対する配信は、どこの学校でも参加される方

は、学校に来て参加するという形では都合がつか

ないという場合がありますが、そういう方に対し

てこの見逃し配信というのは非常に有効だと思い

ます。ホームページの作成というのも、情報の発

信という点から素晴らしい。ウェブでの直接申し

込みというのは、今の状況では一番効果的なもの

だと思います。 
この配信を他の高校のＰＴＡの方々も見ると思

います。ご自分の学校でこれから取り組む事への

ヒントになると思います。県西地区の高校は、そ

れぞれ特徴のあるＰＴＡの活動をやっていると思

います。こういった素晴らしい取り組みというの

は、ぜひ地区の中で共有して、良いと思ったもの

は一つでも取り入れて欲しいです。今日の小田原

高校の発表を見て、新たに自分たちの学校でも取

り入れようとなって、来年の発表でも今回から繋

がった進化したものが見られると興味深いと思い

ます。 
今日は本当に素晴らしい発表、ありがとうござ

いました。以上で私の助言を終わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助言者講評   
小田原東高等学校校長        塩浦 健吾 
 

小田原高校ＰＴＡの皆様、本当にご苦労様でし

た。 
 最初に驚いたのは、発表資料が非常に素晴らし

く、これを作るだけでも大変だっただろうなと思

いました。また、本日はどういう発表をされるの

かと思っていましたが、いろいろな映像を使い，

またＰＴＡの皆様が出てきて劇をするなど、本当

に内容が濃くて、これだけの準備するのは大変だ

ったと思います。本当に驚きました。  
 小田原高校のテーマは「参加しやすいＰＴＡを

目指して」でした。５つの委員会がある中で、そ

れぞれの委員会がどういった方針で活動している

か、参加しやすいＰＴＡとしてどういった点に気

をつけているか、またコロナ禍の中で制限されて

きた活動をどうやって工夫して活動してきたか、

発表を見てかなりイメージできました。 
 どこの学校でも、情報を正確に、タイムリーに

保護者の方に伝えるというのは、なかなか難しい

ものです。それを課題として取り上げ、解決する

ために３つの具体例を出して発表して頂きまし

た。おそらくどの学校でも同じ課題を持っている

と思います。課題の解決に向けてのヒントになっ

たのではないかと思います。 
 昨年から続くコロナの関係で、いろいろな社会

生活の変化があり、ＰＴＡの活動ももう２年間も

制限されてきました。生徒の活動やＰＴＡの活

動、今まで普通にやってこられた活動がここ２年

間できませんでした。普通に戻ったとき、果たし

て繋がっていけるのかという事が非常に心配で

す。 
 生徒の活動も同じです。入学してきて文化祭も

体育祭も経験しないまま２年生になった生徒たち

がいます。修学旅行もない。また普通の生活に戻

って行事が再会された時に、経験の受け継ぎがな

い。活動を続けていくためには、何とか今いる人

たちが、繋げていくためにいろいろな工夫をしな

ければならない。小田原高校の皆さんの発表は，

次に繋げていくという点でも、とても素晴らしい

 



講 演 

  

 演 題   がんと共に生きる 

 

講 師  神奈川県がん患者団体連合会   長谷川 一男，福田ゆう子 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 長谷川と申します。 神奈川県がん患者連合会

から来ました。私たち神奈川がん患者連合会は

15 のがん患者会から成り立っています。いろい

ろながん種の患者会が集まり、がんに共通の課題

に向き合おうと活動している団体です。 

  自己紹介をします。私は今 50 歳です。妻と子

供が２人います。39 際の時に発病しました。肺

がんでした。私はタバコを吸ったことはないので

すが肺がんでした。『何でなんだろう』と思った

ことを覚えています。                               

  では初めに、がんとは、という事からお話しし

ます。日本では 14 万人が毎年がんに罹り死亡者

数も増えています。とても身近な病気です。そん

な中で、がん教育が小中高校で始まりました。目

的は二つです。一つ目は、がんについて正しく理

解することができるようにすること。二つ目は、

健康と命の大切さについて主体的に考えることが

できるようにすることです。がん教育では外部講

師が推奨されています。がん経験者、医療者、研

究者です。患者が推奨されているのは、より強く

訴えるものがあるからです。がん教育をやってい

る者として、実は大人にこそがんについて知って

欲しいと思っています。今日の話を聞いて一つで

も自分の行動を変えるヒントを持って帰ってもら

えると嬉しいです。 

  皆さん、がんというと、どんなイメージを持つ

でしょうか。大体、怖いとか、死んじゃうとか、

痩せてるとか、そういった声が聞こえてきます。

やっぱり怖いですね、私も怖かったです。日本人

でがんになるのは２人に１人です。がんになって

治る人はどうでしょうか。５年生存率でいうと３

人に２人です。つまり，２人に１人ががんになっ

て、その３人のうち２人は治ります。がんイコー

ル死というイメージがあるかも知れませんが、亡

くなる人より、がんになっても仕事をしたり、生

 

 

 

 

活していたりする人の方が多いのです。メージと

現実が異なっています。 

がんに対して間違ったイメージを持っている

と、例えば大切な人ががんになったとき、きちん

と接するができません。お医者さんに治る率が高

いと言われ一生懸命治療している人を、死んじゃ

うんだ、かわいそうだねと思っていたら、どうで

しょうか。そういうの偏見とか無知と言えます。

職場でも少し配慮してもらえれば働ける人がたく

さんいます。でも、もう死んじゃうから仕事しな

くていいんじやないかな、辞めたらどう？なんて

言われたらどうしようと思うと、言い出せないで

すよね。隠している人、意外に多いです。それっ

て、いい世の中なんでしょうか。ということで、

この講演の目標としては、がんを正しく理解す

る、周りの人ががんになったら自に何ができる

か、自分ががんになったときに行動できるよう、

そんな事を目標にしながらお話しします。では，

ここから福田の経験談に入ります。 

 

みなさんこんにちは。神奈川県がん連の福田ゆ

う子と申します。私は七年前に乳がんに罹患しま

した。三十代前半で比較的若く、レアケースとし

ての治療を受けました。周りのサポートを得て乗

り越えた経験から、現在ではがんと向き合う方の

援助やがん教育に取り組んでいます。 

私はいろいろと仕事をしながら SNS で女性特有

がんの患者会を運営しています。仕事はフリーラ

イターやデザイン業務など結構多忙です。家族は

夫と小学生の子供一人。趣味は カメラやアウト

ドア、イラスト、音楽活動などです。 

８年前、体調不良が続いたため病院に行くと妊

娠していることが分かりました。同時期に、以前

から痛みを感じていました所がしこりとなってい

るのに気がつきました。しこりがだんだん大きく

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うようなことを考えていました。あなたは三歳に

なりましたね、ママは空から見ていますよ、そん

なことばかり考えて時間が過ぎていきました。 
だけど、違う角度から情報を探してみようと思

い直しました。すると、たまたま妊娠中にがんの

治療をした人のブログが見つかり、すぐにセカン

ドオピニオンを予約して病院に行きました。病院

に行くと女性の先生がにこやかに迎えてくれ、

「妊娠おめでとうございます。これから一緒に治

療を頑張ってみましょう」と言ってくれました。

つらかった時に初めてかけてもらったおめでとう

の言葉に、私も子どもも助かるんだと希望が見え

ました。 
治療ができると安心したのも束の間、医師から

治療の方針が提案されました。まず、安定期に入

ったら抗がん剤治療を始めます。これは、三週間

おき四ヶ月間です。その後手術、同時に出産。そ

してまた産後の抗がん剤治療が産後一ヶ月から四

ヶ月間。その後に放射線治療が行われます。 
抗がん剤治療が始まると不安も募ります。治療

の日に妊婦検診を同時にも受けると、胎児は元気

よく育っていました。喜ばしいことなのに内心複

雑な気持ちでした。薬の副作用で眉も髪も脱毛し

体力も奪われてきているほどに強い薬を使って

も、赤ちゃんは大丈夫なのかと不安でした。自分

の気持ちのやり場がなくなって夫に八つ当たりを

したこともありました。 
産休に入って体調の良いときは、不安を遠ざけ

るため映画や外食に行ったり友達と会ったりして

気を紛らわせていました。髪は抜けたものの副作

用を止める薬がよく効きました。体調の良い日と

悪い日のリズムもつかめてくると、快適に過ごす

ことができるようになってきました。 
手術と出産の日も近づいてきました。初めての

出産、初めての大きな手術。医師からは、もしも

帝王切開の予定日より早く陣痛が来たら自然分娩

をすることになると言われていて、もう何をどう

心配していいのかも分かりませんでした。とにか

く何も考えずに手術がうまくいくことだけを願

い、出産の日を待ちました。 
当日。がん手術と合同の帝王切開で、元気な男

 

なっている気がしたのですが、母乳をつくる過程

で乳腺が発達して胸が痛くなったり固くなったり

することがあると本に書いてあったので、安心し

てそのままにしておきました。しかしやがて、歩

くだけで痛みが走るようになったので、毎年受け

ている健康診断で相談し検査をしてもらいまし

た。すると精密検査を勧められました。その時点

でも私は、がんになるはずはないと思い込んでい

ました。当時はまだがんに関する知識もありませ

ん。身内にもがんになったものはいません。がん

は遺伝性のものだと思い込んでいました。しかし

精密検査をすると、進行の速い乳がんと言われま

した。 
治療に入るのですが、医師は二つの選択肢を提

案しました。一つは、妊娠中は、抗がん剤を使っ

た治療はできないので、妊娠の継続を諦めて抗が

ん剤治療を行うというものです。もう一つは、産

後に抗がん剤治療をする。しかし進行が速いの

で、出産後治療をしたとしてもお子さんの成長は

長くは見守ることができないと言われてしまいま

した。 
 がんはどんどん大きくなっており、すぐにでも

抗がん剤治療をしなければなりません。子どもを

諦めるのか、治療をせずに妊娠を継続するのか、

選択を迫られました。次の来院時までにどちらに

するか決めてくるよう言われましたが、ショック

で頭が真っ白で、何も考えられませんでした。 
少し立ち直って起こした行動は、友達に聞いた

りネットでがんの治療の情報を求めることでし

た。友人からは心配する電話がかかってきました

が、具体的な情報は得られません。ネットや本で

治療できる病院や成功例を探しましたが見つかり

ません。藁にもすがる思いで代替療法などの本を

読んでみましたが、科学的根拠に乏しいものばか

りでした。 
  過去に流産を経験したので今回はどうしても胎

児を優先したいと思っていましたが、家族や親戚

は赤ちゃんを諦めて治療するということを望んで

いたようです。でも、自分は駄目でも赤ちゃんだ

けは助けたいと思い、自分が亡くなった後、子ど

もに見せるためのメッセージを録画しよう、とい

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の子を出産することができました。一瞬の対面の

後また全身麻酔。抗がん剤がよく効いてがん自体

は消失していたので、がんがあった部分を少し切

除するだけの手術で済みました。麻酔から覚める

と、ベッドの脇で家族が見守る中、生まれたばか

りの乳児が連れてこられました。治療が終わって

本当に良かったと思った瞬間でした。 
産後、新たな抗がん剤治療、放射線治療、そし

て初めての育児が始まりました。保育園も探さな

ければいけません。復職もあります。初めてのこ

とで先の見通しがつかず、育児との両立に不安を

抱えていました。体力は戻るのか、重たい荷物と

子供を抱えて毎日電車で通院できるのか、とても

不安になりました。つらい状況を乗り切る方法を

探すため、新生児育児、がん治療などインターネ

ット検索をしましたが、やはり具体的な体験談な

どは出てきません。病院に置いてあるパンフレッ

トや医療関係の本を探しても、なかなかそんな例

はありませんでした。 
ある日、たまたまパンフレットで包括支援セン

ターに目が止まりました。相談すると、保健師さ

んと支援センターの方が家に来て話を聴いてくれ

て、それだけでも心が休まりました。また、同じ

病院で仲良くなった同じ治療中の妊婦仲間と連絡

を取り合うことによって、少しずつですが不安も

解消されていきました。復職も果たすことができ

ました。がんの方も経過観察に入りました。徐々

に乳児との新しい生活に慣れていく間に、今度は

自分の経験を基に，同じようにがんと向き合って

いる仲間のサポートをしたいと思うようになりま

した。 
現在，がん患者の仲間とオンラインで集まれる

ＳＮＳアプリ，ピアリングを同じ病気の仲間と運

営しています。オンラインによる女性のがんコミ

ュニティーで，がんに関する相談なども受けてい

ます。私が言われたかった言葉，大丈夫だよ一人

じゃないよ，と仲間に声をかける暖かな場所で

す。この活動で、たくさんの仲間とも出会うこと

ができました。がんになってなかったら出会って

なかった仲間，やっていなかった仕事、それらが

得られたことで，つらいことも多かったけれど自

分 

分の経験が無駄ではなかったんだなと思っていま

す。 

さて、次はがん検診についてお話しします。胃

がん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、大腸がんの

五つのがんは、検診を行うことで早期に発見で

き、治療すれば死亡率が大きく低下します。早期

に見つけられれば、がんは決して怖い病気ではあ

りません。乳がんを患う日本人女性は現在 11 人

に１人と言われ、身近な病気です。検診ではなく

自分で気がついた方もいらっしゃいます。月に一

度位を習慣に、普段から確認していれば違和感に

も気づきやすくなります。早期に適切な治療を行

うことで良好な経過が期待できます。乳がんは他

のがんと比べ生存率が高い特徴があります。この

数字（10 年生存率 83.9%）は治療をしっかりした

場合なので、検診や治療は後回しにしないで下さ

い。検査が必要と判定されたら早期のがんを見つ

けられるチャンスと考えて、ご家族や周りの方の

ためにも、ぜひ精密検査を受けて欲しいと思いま

す。 

次に、子宮頸がんについてお話しします。子宮

頸がんの原因はＨＰＨウイルス（ヒトパピローマ

ウイルス）と言われています。日本では毎年１万

人がかかり、約 2800 人が亡くなっています。近

年は若い世代で多くなっており、ピークは 30

代、ちょうど小さなお子さんをかかえていたり、

出産の年代です。子宮を摘出し妊娠できなくなる

女性は毎年 1200 人います。私の周りにも子宮頸

がんで亡くなった仲間がいます。妊娠中に子宮頸

がんが見つかり抗がん剤治療をして無事出産をし

た方もいれば，赤ちゃんごと子宮を摘出すること

になった方もいます。しかし子宮頸がんは予防が

可能ながんです。子宮頸がんワクチンの接種でウ

イルスへの感染率やがん化する病理が減少するこ

とが分かっています。日本では積極的な接種の推

奨を控えたこともあり、増え続けています。原因

が特定されているがんにも関わらず増えてしまっ

ています。重篤な副反応とワクチン接種を関連づ

けるデータはなく、誤った情報の影響で本来防げ

るはずのがんが増えてしまうというのはとても悲

しいことです。                                                    



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年齢別のがん罹患者数を見ると、30 代から 50

代の働き盛りの女性でがんに罹患する人が男性を

上回っていることが分かります。これは、乳がん

や子宮頸がんなどの若年での発症が多い女性特有

のがんが影響しています。年間約 13 万人の方が

罹患すると言われています。でも過度に心配する

必要はありません。がんと告知されると、それま

で続けてきた仕事ができなくなると思う方も多い

かも知れませんが，今は治療中も仕事を継続する

方が多くいます。傷病手当など職場の制度を確認

して周囲に相談することで、仕事との両立しなが

らの治療計画も立てられます。私も産休に入るま

で抗がん剤の投与を受けながら出勤数を減らして

デスクワークが続けられました。産後は保育園探

しに包括支援センターに協力してもらったり、友

人に子どもの世話を頼んだりと、できるだけ周囲

に頼りました。一人で悩まずにできるだけ周囲に

頼って下さい。 

  治療が全て終わり、前よりも私は健康を大事に

できようになりました。今はがんになる前よりも

元気で、子どもの笑い声を聴く度に、あの時諦め

ずに別のルートを探して本当に良かった、私はこ

の子と人生を歩むために力を出したんだと思って

います。何気ない日常がこんなに愛おしいものだ

と気がつけたのも、がんの経験からです。さらに

思いがけないプレゼントもありました。以前やっ

ていた音楽活動をまたやりたいと思っていると、

同年代の患者仲間から声をかけられて、バンドを

組む機会に恵まれました。小学校のときにやって

いたサッカーも子どもと一緒にできるようになり

ました。患者仲間と十数年ぶりに富士登山にも挑

戦しました。このように、趣味を再開したり新し

い事に挑戦したりという前向きな気持になれたの

も、困難を乗り越えたことが自信になっているの

だと思います。 

 私は今、ＰＴＡの役員として広報誌などの制作

を担当しています。見やすく読んでもらいたい広

報誌やお知らせのために日々奮闘しています。さ

らに、保護者の負担を軽くするために、デジタル

化にも取り組み始めました。一緒に役員をしてい

るお父さんがプログラマーさんなので、ＰＴＡ業

務 

務を楽にするアプリを開発してくれました。地域

から全国に向けて、このＰＴＡアプリを広げる活

動も始まっています。私はアプリの紹介画像のデ

ザインをさせてもらっています。がんになってな

かったら、自分からＰＴＡに取り組んで改革しよ

うなんて、大変そうなことに積極的に挑戦しよう

なんて考えなかったかも知れません。 
  私は、がん教育の授業を行う上で子どもたちに

必ず伝えていることがあります。それは、すぐに

諦めなくていいということ、その時に目の前にあ

るできることを精一杯やって、今すぐ一つの目標

を決めなくてもいいということです。道は一つで

はなくたくさんの道がある、逃げ道とか、険しい

道を避けて通る道もあるということです。知識は

必ず味方になってくれるということも伝えていま

す。知識があれば体と心を守れる、あなたが身に

つけた知識は刃にも鎧にもなる。自分が進んだ道

の先には、新しい扉があるということを子どもた

ちに伝えています。 
 息子の誕生日の２月６日は私の手術日です。私

にとってはセカンドバースデーでもあります。告

知された時はこんな未来が待っているなんて想像

もできませんでした。息子の誕生日を迎える度

に、あともう少し頑張ればこの子の笑顔に出会え

るぞと思った、あの頃治療に励んでいた自分を励

ましたい思いです。 
 今コロナ禍の中で、つらい思いをしている子ど

もたちがいるかも知れません。しかし、つらい時

も、ちょっと先の未来の自分が今の自分を応援し

ているかも知れないと伝えています。これからも

子どもたちの「生きる」を応援するために、がん

教育に取り組み続けていきたいと思っています。

どうもご静聴ありがとうございました。 
 

続いて私、長谷川の経験談をお話させて頂きた

いと思います。最初に動画を見て頂きす。その後

でがんになった時に、いろいろと立ち上がってく

る「壁」についてお話しします。なおこの動画

は、関西文化芸術高等学校の高校生たちが作って

くれました。私の経験を動画にしたものです。 
~~~動画 略~~~ 

  
   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ではがんに立ちはばかる「壁」についてお話し

します。紹介する壁は３つあります。 

  最初に立ちはばかる壁は「お金」ですね。どの

くらいかかるのか。通常は３割負担ですが、がん

治療は薬剤も高く、一月に何十万円、時には百万

円を超えることもあります。それだと生活がして

治療が続けられないので、高額医療費制度が設け

られています。上限額を越えたら払わなくて良い

という制度です。上限額は収入によって変わって

きます。年収 370 万円～770 万円ですと、８万円

少しを越えた分は払わなくて良いですよと国が決

めてくれています。さらに支えてくれる仕組みが

２つあります。一つは多数回該当で，先ほどの８

万円が年に４回以上続くと、４回目からは約

44000 円になります。また、付加給付というのが

あり、大企業とか公務員などの健康保険組合では

大体２万円が上限となります。 

  立ちはばかる壁、その２です。「不安」です。

経験がなく何をしていいか分からない、そんな状

況に追い込まれます。ネットなどで調べると情報

がありすぎてどれを見ればいいのか分からない、

どんどん不安になっていくということが起こりま

す。では、それに対してどうすればいいのか。相

談支援センターというものがあります。電話で相

談できます。また，がんを見てくれるのは、がん

診療拠点病院というところです。 

  壁、その３。がん検診の「面倒さ」です。検診

は５種類のがんに対して行われます。市町村か職

場で実施している検診で受診できます。いざ受診

すると面倒です。様々なやり方があったり、一カ

所で受けられないことがあるのです。ところが、

検診で要精密検査とされた人のうち再受診した人

は三分の二から半分くらいになってしまいます。

怖くて知りたくない気持ちもあるかも知れませ

ん。でも、家族など周りの人のためにも、また早

期の対応になるほどがんを克服できる可能性が高

まりますから、受診して欲しい。これは、私も含

んだがん患者の方からの切実なお願いです。皆さ

んの、これからの一歩につながれば良いなと思い

ます。 

  最後に、がん教育について紹介します。私ども

 

の県がん連は、講師を派遣しています。昨年もい

ろいろな学校で講演させて頂きました。患者や医

師、あるいは先生方も交えた形の授業や、経験

談・ワークショップなど、様々なご要望にお応え

しています。身のまわりにがん患者がいる生徒さ

んも多く、どうしていいか分からなくて悩んでい

る生徒さんもいるようです。きっと経験者の話が

役に立つのではないかと思います。 
私たちは冊子もつくっています。当会のＨＰか

らダウンロードできますので、ぜひご覧下さい。

お互いが支え合い共に暮らしていく社会をつくり

たいと思っています。今日はご静聴ありがとうご

ざいました。 


